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神户行 
 

菊花含苞神户行， 
 

轮驱千里畅心情。 
 

耄耋之年几回有， 
 

梦转青春笑人生。 
 

 

  

神戸の旅 

 

菊花の蕾ふくらみ神戸へ旅する 

 

車は千里を駆け 心は伸びやか 

 

老齢の身になお何回あることか 

 

夢は青春に帰るも 人生を笑う 
 

 

【解説】 

 

菊
きく

の花
はな

の 蕾
つぼみ

が膨
ふく

らんだが、まだ開
かい

花
か

しない１１月
がつ

の初
しょ

旬
じゅん

、神
こう

戸
べ

へ旅
りょ

行
こう

した。 

 

大
おお

型
がた

のバ
ば

ス
す

に乗
の

って 長
ちょう

距
きょ

離
り

を行
い

く。車
しゃ

輪
りん

は軽
けい

快
かい

に回
かい

転
てん

して、車
しゃ

窓
そう

の景
け

色
しき

を楽
たの

しむ気
き

持
も

ちは大
たい

変
へん

伸
の

びやかだ。 

 

七
しち

、八
はち

十
じゅっ

歳
さい

の老
ろう

人
じん

が、旅行に行ける機
き

会
かい

はあと何
なん

回
かい

あるだろうか。 

 

老人が、こんなとき夢
ゆめ

に見
み

るのは青
せい

春
しゅん

時
じ

代
だい

に帰
かえ

った 姿
すがた

。夢から覚
さ

めれば、それは現
げん

実
じつ

ではない。

しかし、心
しん

中
ちゅう

うきうきして、自
じ

身
しん

の 幸
しあわ

せな人
じん

生
せい

を大
おお

いに笑
わら

うのである。 
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＊詩
し

文
ぶん

(中･日本語)は、基
き

本
ほん

的
てき

に原
げん

文
ぶん

をそのまま使
し

用
よう

していますが、一
いち

部
ぶ

文
も

字
じ

等
とう

を統
とう

一
いつ

しました。 

＊这篇诗(中·日文)基本上保持了原文，为了统一文体，部分文字做了调整。 

投
とう

稿
こう

 


